
村木厚子村木厚子村木厚子村木厚子・・・・厚生労働省前局長厚生労働省前局長厚生労働省前局長厚生労働省前局長のののの逮捕逮捕逮捕逮捕にににに戸惑戸惑戸惑戸惑うううう人人人人たちたちたちたち    

緊急緊急緊急緊急ルポルポルポルポ・・・・    障害者福祉団体障害者福祉団体障害者福祉団体障害者福祉団体、、、、女性女性女性女性ジャーナリストジャーナリストジャーナリストジャーナリスト、、、、元官僚元官僚元官僚元官僚たちのたちのたちのたちの証言証言証言証言    

    （（（（婦人公論婦人公論婦人公論婦人公論８８８８月月月月７７７７日号日号日号日号～～～～７７７７月月月月 22222222 日発売日発売日発売日発売～～～～よりよりよりより抜粋抜粋抜粋抜粋））））    

 

「厚生労働省の現職女性局長が逮捕」の報に世間が騒然となったのは、6 月 14 日のこと。

7 月 4 日には、その村木厚子前雇用均等・児童家庭局長（現、大臣官房付）が、逮捕後も

一貫して否認を続けたまま、大阪地検特捜部によって起訴された。 

 罪状は「虚偽有印公文書作成・同行使」。1 通 120 円のＤＭ送料がたった 8 円になると

いう障害者団体向け割引郵便制度を悪用した、厚生労働省の偽の証明書発行にかかわった

というものだ。当時の上司である元部長も、起訴された元部下の係長も、今回の事実関係

を認めたとされている。否認し続けている村木前局長にも裏の顔があるのでは……といっ

た憶測が乱れ飛んだ。 

 ところが、逮捕から日がたつにつれ、検察の思惑とは裏腹に、彼女への支援の声が広が

りつつあるのだ。 

 

◆◆◆◆こんなこんなこんなこんな官僚官僚官僚官僚もいるんだもいるんだもいるんだもいるんだ◇◇◇◇    

 最初に声をあげたのは、長崎県雲仙岳のふもとにある社会福祉法人、南高愛隣会理事長

の田島良昭さん。会のＨＰに「村木厚子さんに『信頼の想い』を伝えたい！」という提言

を載せ、支援の輪を募りはじめた。 

 田島さんが村木さんと初めて会ったのは約 10 年前、彼女が労働省（当時）の障害者雇用

対策課長として、この地を訪れたときのことだった。 

 

「最初に『生意気だと思わないでくださいね』と前置きをして、こう言うんです。『ハンデ

ィキャップを抱えながら働く人には、雇用対策ではダメなんじゃないでしょうか。雇って

やるからこれだけ働けということではなく、もっと優しい目線から見て、就労支援みたい

なことができないかなと思うんです』と。あまりに新鮮な発想に、こんなふうに考える官

僚がいるんだと、びっくりしました」。 

どうしてそう思うのかと問う田島さんに対し、村木さんは、「自分たちも子育てしながら働

くという意味では、ハンディキャップがある。そういう意味では一緒」と答えたという。 

 田島さんはその後、村木さんと全国各地の障害者福祉施設を回った。 

「現場に行って現場で教わるという手法なんです。それも、上の立場から視察するという

姿勢ではなく、謙虚に話を聞く。障害を負っている当事者にとって何が一番いいことなの

かを、常に考えている人でした」 

 

 村木さんは、1978 年に労働省に入省。一時期は婦人局に在職し女性労働問題にも取り

組んでいた。そのころ『読売新聞』記者として親しくなった永峰好美さんは、「女性の労働



問題を中心にしつつ、障害者や高齢者の雇用、ハンディを負っている人の生きにくさにつ

いても肌で感じてやってきた人」と評する。（略） 

村木さんは会話をリードするタイプではなく、楽しそうに聞き役に回っていました。仕事

の場では、データを駆使し、論理的で明快な指示をするのですが、物腰に独特な柔らかさ

がある。部下への目配りも行き届いていて、会に後輩をよく連れて来ていました」 

 

◆◆◆◆温温温温かいかいかいかい目線目線目線目線のののの持持持持ちちちち主主主主◇◇◇◇    

 20 年来の付き合いだという元大手外資系企業人事部の女性は、村木さんの仕事ぶりをこ

う振り返る。 

「初めてお会いしたのは、90 年代初めごろ。村木さんが労働省の女性政策課の課長補佐だ

ったときです。私がいた会社は育児や介護休業など、法律に先駆けてサポートする体制を

作っていたので、話を聞きにいらした。また当時、大手企業の人事担当の女性 12 人ぐらい

でネットワークを作って勉強会を開いていたのですが、ぜひメンバーに加えてほしいと言

われました」 

「法律だけ作っても、女性たちが継続して就労できるような環境を整備しなければ負担が

かかるだけ。だから、働く女性がどんな問題を抱えているのか、企業での対応も含め生の

声が聞きたい」。そう言われ、労働省の課長補佐の立場にある人が民間企業にいる自分たち

の意見を積極的に聞こうとする姿勢に驚いたという。（略） 

 そうした声をもとに、労働省は 3 ヵ月の有期契約をして、終わった時点で本雇用に結び

つけるかどうかを決定する「トライアル雇用」の制度を導入、3 ヵ月間は国から支援金が出

ることになった。のちに若者や高齢者へも広がっていくこの制度の導入によって、知的障

害者の雇用が画期的に進んだという。 

 

 村木さんは常に現場の声を聞く、とても仕事熱心な人物だったという声は多い。障害者

の働く場作りを応援する福祉ベンチャーパートナーズ代表の大塚由紀子さんは（略）、何か

の折に、子育ての悩みを話したこともあるという。 

「すると『ウチも子育てではいろいろあったのよ。子どもの描く“家”の絵がなんか変な

の。おねしょもなくならない。仕事ばかりしていたせいかも。カウンセラーに相談したこ

ともあったのよ。でも今から思うと、そういう出来事があったことで、子どもに一生懸命

向き合うことができたんだと思うの。あまりにも順調に育っちゃうと、子どもそっちのけ

で仕事しちゃうからね』と、元気づけられたこともありました」（略） 

 

◆◆◆◆みんなのみんなのみんなのみんなの信頼信頼信頼信頼もももも厚厚厚厚くくくく◇◇◇◇    

「障害者の問題をライフワークとしてやっていきたい」。 

多くの人が村木さんからそんな言葉を聞いたという。それだけに、2005 年 10 月の障

害者自立支援法の成立にはひとかたならぬ思いがあったのだろう。この法案は、「当事者に



も一律に負担が課せられる」という面ばかりクローズアップされ、諸方面からの批判が多

かった。一方で就労支援の強化や障害の種類に関係なく施策を一元化するなど、これまで

の障害者行政を一新する改革でもある。 

村木さんは責任者として、「多少の不正には目をつぶってでも、法案を通したい」と焦っ

た末、悪事に手を染めてしまった。逮捕劇を目にした人の多くが、そう思っても不思議で

はない気もする。検察の筋書きも、そこを突いているのだが……。 

 

 新制度実現に一緒に取り組んでいた元企画官の北川博一さんは、こう話す。 

「新制度の具体的な中身を詰め始めたのは、04 年の 8 月ごろです。その前は、実際の資金

不足の把握作業などを進めていた時期で、赤字の穴埋めをどうするかという省内での判断

も決まっていません。４月から６月の段階で、法案成立のために外に働きかけるなんてこ

とはありえません。与党との調整もその年の年末です。時期や筋があまりに違うので、今

回の件には強い違和感があります。 

８月以降は、当事者団体の対応は村木さんが一手に引き受け、精力的に説明会や勉強会

をしていました。村木さんは、政治家との合意形成の前に利用者サイドとの合意形成をき

ちっととっていく。その姿勢が、極めて新鮮でした。人柄もクリーンですが、仕事の進め

方自体がオープンで透明性がある。だから、みんなの信頼が厚かったのだと思います」 

 

 取材中、誰の話を聞いていても、村木さんから出世欲の“し”の字も出てこない。福祉

関係に詳しいマスコミ関係者は、こうもらす。 

「コツコツと控えめだけど、政策理念を持って成果をあげていく人だったと思います。私

も長年、この世界の人たちに取材していますが、村木さんについては一度も悪評を聞いた

ことがないんです。この件で『仕事熱心だが、手段を選ばないところがあった』という障

害者団体の男性理事の談話が出ましたが、マスコミ関係者の中でも、なんで今あんなコメ

ントが出るのかって、不思議がっていたくらいです」（略） 


